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Abstract 

This paper reports on cultural changes in the lifestyle of the Santal, one of the Indian ethnic 

minorities, who have been experiencing changes during the process of development, namely 

Hinduisation, with special reference to women' s attire. 

The Bengal population extended their habitat to the areas where the Santal lived , as development 

advanced. The Santal came under the strong influences of Bengal culture, as the Bengal population 

lived near to them. The Santal, who once enjoyed their simple life close to nature, have been 

exposed to modernisation and marketisation. 

Many researchers have pointed out that the ethnic minorities have been changing their way of life 

due to Hinduisation, thus causing loss of their ethnic identities. Changes bring both good things and 

bad things. Some people are willing to accept changes while others are not. One of the fatal points 

of these changes is that the ethnic minorities regard their culture as inferior to that of the general 

population and take in the general population' s culture as `formal' or 'a good thing to follow.' It 

is high time to consider what the Santal should preserve as their culture to maintain their ethnic 

identity.' 
(J.Aomori Univ. Health Welf. 9 (2) : 123 — 130, 2008)
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て、サ ンタル女性のサリーの着方がある。 日常的には伝

統的な着方をするものの、正式なあるいは改 まった場に

出る際には、ヒンドゥー女性の着方をする。 ここにも、

サンタル民族が、自民族の文化 を 「下位」に、ヒンドゥー

の文化を 「上位」に位置づけているという意識 を認める

ことがで きる。

　 開発 と発展の中で、多 くの少数民族は生活の場(森

林や原野などの自然)を 失い、多数人口と近接 して生活

する中で、多数人口の下位に位置づけられていく。そ し

て、下位の人口は上位の人口の文化を取 り入れるように

な り、やが て民族 としての意識や誇 りが失われてい く

要旨

　本稿は、イ ンド国西ベンガル州に住む少数民族の一

つであるサ ンタル民族の女性 のサ リーの着方をと りあ

げ、ヒン ドゥー化を論 じたものである。

　異 なる文化 を もつ人々が相近接 して暮 らしている場

合、上位の文化や生活規範を下位の人々が取 り入れると

いう傾向はよくみられることである。本研究の対象であ

るサンタル民族 も近隣のヒンドゥー人口の文化に大 きな

影響を受 けている(ヒ ンドゥー化)。 そのヒンドゥー化

の一例 として、国勢調査において宗教 をヒンドゥー教 と

申告することは指摘されている通 りである。他の例 とし
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とす な わ ち 自分 た ちの ア イ デ ンテ ィ テ ィー を どの よ う に

守 っ て い くか は 、 サ ン タ ル民 族 の み な らず 、 世 界 の 多 く

の 少 数 民 族 に とっ て も大 きな 課 題 とな っ て い る 。 本稿 で

は、 まず サ ンタ ル 女 性 のサ リー の 着 方 を基 に 、 この よ う

な課 題 につ い て 考 察 して み た い 。

　 な お 、本 研 究 は、2001年 か ら2008年 まで の 間 、20数

回 に わ た る イ ン ドの 西 ベ ンガ ル 州 に あ る サ ン タ ル 民 族 が

住 む村 、 具 体 的 に は 西 ベ ンガ ル の 州 都 コル カ タ の 西 北 に

あ る ビル ブ ム県(Birbhum　 District)ボ ル プ ル市(Bolpur

Municipality)の 近 郊 に あ るS-1村 、 お よ び コ ル カ タ の

西 北 西 方 向 に位 置 す る バ ン ク ラ 県(Bankura　 District)

サ ル トラ ブ ロ ッ ク(Saltora　 Bloc)サ ル トラ 地 区(Sub

District)に あ るM村 と そ の 隣 のS-2村 で の観 察 や 見 聞 、

聞 き取 りを基 に して い る。1回 あ た りの 訪 問 日数 は 毎 回

異 な る が 、4-10日 で あ る。 サ ン タ ル 民 族 の 多 くは ベ

ン ガ ル 語 を理 解 す る の で 聞 き取 り は、 適 宜 、 通 訳6)を

介 して 日本 語 ～ ベ ン ガ ル語 、 ベ ン ガ ル 語 ～ サ ン タ ル語 、

英 語 ～ サ ン タ ル語 で 行 っ て い る 。

ようになる。これは民族 としてのアイデンティティーを

失いつつある状況 と捉 えることがで きる。開発は、少数

民族が暮 らしてい くことを困難にし、少数民族が少数民

族 としてのアイデンティティーを失ってい く過程でもあ

る。少数民族が、自分たちのアイデンティティーをどの

ように守 っていくかは、サ ンタル民族のみならず、多 く

の少数民族 にとっても大 きな課題である。

1.サ ン タ ル 民 族 の ヒン ドゥ ー化

　 サ ン タ ル 民 族 は 、 か つ て ヒ ン ド ゥー 社 会 に 距 離 を お

き、 自給 自足 の生 活 を営 ん で きた 。 彼 らの居 住 地 は森 や

林 、 山 地 な ど に近 接 して お り、 生 活 資 源 をそ こ か ら獲 得

して い た 。 近 隣 の 自然 か ら得 られ な い必 需 品 は 、 交換 市

場 で 得 て き た。 そ の 際 も、 市 場 へ 自分 の製 品 を持 っ て 行

き必 要 な物 資 と交 換 す る の で は な く、 仲 買 人 が 間 に 立 っ

た(Singh　 1972:174)。

　 独 立 後 、 政 府 主 導 で 貧 困 層 の 開 発 が 進 め ら れ る 中で 、

民 族 の社 会 と ヒ ン ドゥー 社 会 の 距 離 は縮 ま っ て い く。格

差 の あ る社 会 が 近 隣 し て あ る 場 合 、 下 位 の 社 会 が 上 位

の 社 会 の 規 範 を取 り入 れ よ う とす る力 学(上 昇 志 向)が

働 く。 ヒ ン ド ゥー社 会 に近 接 して 暮 らす 少 数 民 族 は 、 ヒ

ン ドゥー社 会 の文 化 を取 り入 れ る よ うに な っ て い く(ヒ

ン ド ゥー 化)こ とが 指 摘 され て い る(Maharatna　 2005;

Chacko　 2005;Mukhopadhyay　 2002;Verma　 1990)。

　 で は 、 サ ン タ ル 民 族 は 、 ベ ン ガ ル 社 会 の どの よ う な

社 会 規 範 や 文 化 ・慣 習 を取 り入 れ て い る の だ ろ うか 。 一

つ の例 と して 、宗 教 が 挙 げ られ て い る。 イ ン ドで 国 勢 調

査 が 始 ま っ た の は1870年 代 か ら だ が 、 当 初 、 人 々 は 宗

教 に よ っ て分 類 され た 。 そ して 少 数 民 族 の 宗 教 は ア ニ ミ

ズ ム と して ま とめ られ 、ヒ ン ドゥー 人 口 と は 区 別 さ れ た 。

Ghurye(1963)は 、 イ ン ドの 少 数 民 族 の 調 査 に あ た り、

少 数 民 族 で あ る もの の 宗 教 を ヒ ン ドゥー とす る コ ミ ュニ

テ ィが あ る事 実 を取 り上 げ 、 これ らの 人 々 は 、 自分 の 宗

教 を ヒ ン ドゥー と 申請 す る こ と に よ り、 ヒ ン ドゥー 社 会

の 中 に位 置 づ け られ る よ うに した の だ ろ う と理 解 して い

る7)。 そ の 理 由 と して 、少 数 民 族 で あ る よ り も ヒ ン ド ゥー

はじめに

　 二つの異なった文化を持つ社会が近接 して暮 らせば、

互いに互いの生活様式を知ってい く。そして、文化や生

活規範などを取 り込んで行 く。その際、二つの文化に上

位 ・下位の構造がある場合1)、 下位の層が上位の層の文

化や生活規範などを取 り込 もうとする志向は、逆の場合

よりも弓蚕く{動く○

　 開発、都市化、工業化、近代化の中で民族も複雑な変

化の中に巻 き込まれざるをえない。かつてはヒン ドゥー

社会2)と ある程度距離 をおいて生活 した少数民族 も 「ヒ

ンドゥー社会に近接 して住むようになると、ヒン ドゥー

の生活実態 を知るようになり、ヒン ドゥーの仕事 を手伝 っ

た り、ヒンドゥーの小作人になった りする。そ して次第

にヒン ドゥーの考 え方や儀礼が取 り入れ られる(中 根

2002:169)」。これが ヒンドゥー化(Hinduized)3)で ある。

　異 なる文化 をもつ人々が相近接 して暮 らしている場

合、上位の文化や生活規範を下位の人々が取 り入れると

いう傾向はよくみ られることである。本研究の対象であ

る西ベ ンガル州に住む少数民族の一つであるサンタル民

族4)も 、多数集団であるベ ンガル人5)の 生活規範 を取

り入れているとされる。それはすなわちヒンドゥー化で

あ り、サ ンタル民族のヒン ドゥー化である。では、 ヒン

ドゥー化はサンタル民族の生活のどのような部分に具体

化 ・具現化 されているのだろうか。

　本稿では、サ ンタル民族の生活 にみ られるヒン ドゥー

化の現象の一つ として、女性のサ リーの着方をとりあげ、

検討 してみたい。サンタル女性のサリーの着方には2通

り確認 されており、サンタルの人びとはいずれ もが 「伝

統的な(traditional)な 着方」だという。 しか し、それ

らの着方は、 ヒンドゥー女性の着方 とは異なっているも

のの、いずれ もヒンドゥー社会 とのつなが りを感 じさせ

るものである。 さらに、 日常的には自分たちの伝統的な

着方 をする女性たちも、正式なあるいは改まった場 に出

る際には、ヒンドゥー女性の着方をする。ここに、サン

タル民族の自民族の文化 を 「下位」に、ヒンドゥーの文

化を 「上位」に位置づけているという意識を認めること

ができるのではないだろうか。

　 開発 と発展 の中で、自民族の文化 を保持 してい くこ
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よ う に な る。社会に取 り込まれた方が、社会ステータスが上にみ られ

るか らだろうと説明している(1963:8)。

　 サ ンタル民族 にみ られる上昇志向、す なわち ヒン

ドゥー化が自分の宗教 をヒンドゥー教 と申告するところ

に現れているのが一つの事実であるならば、では他にど

のような事実があるのだろうか。

　　 写真2　 サンタル女性の着方

　　　　　バンクラ県S-2村

2007年1月8日 チャタジー公子氏撮影

2.サ リーの着方8)に 見る 「ヒン ドゥー化」

　サ リーは、広 く南 アジアの女性 たちが着ている民族

衣装である。インドの東部、西ベンガル州の女性たちが

着ているの もほとんどサリーである9)。写真1に 見 られ

るようなヒン ドゥー女性の着方、これを 「ヒン ドゥー女

性の着方」とする(写 真1を 参照)。

2)「 サ ン タル 女 性 の着 方2」

　 次 に 、 ビ ル ブ ム 県 のS-1村 の女 性 た ち を見 る。 こ の村

の 女 性 た ち のサ リー の 着 方 は 、 「ヒ ン ドゥー女 性 の 着 方 」

と も 「サ ン タ ル女 性 の 着 方1」 と も異 な る(写 真3)。 こ

の 着 方 は 、2枚 の布 を用 い て お り、1枚 は腰 に 巻 い て ス

カ ー トと し、も う1枚 を上 衣 に して い る。 こ の 着 方 を 「サ

ン タ ル 女 性 の着 方2」 とす る 。

出 所:http://sundar.jp/(2008.01.22)

　 写 真1　 「ヒ ン ド ゥ ー 女 性 の 着 方 」

写真3　 サ ンタル民族の女性の着方2

2005年3月17日 筆者撮影、ビルブム県

S-1村

　 この写真 は、訪問 した筆者 を歓迎 して伝統的な民族

舞踊を披露 して くれた際の ものである。 したがって、特

別な場合の着方ではないのか という疑問が呈 されるかも

知れない。

　 かつ て留学生 と して、ボル プルにある大学10)で イ

1)「 サンタル女性の着方1」

　 少数民族であるサ ンタル民族の女性 たち もサ リーを

着る。 しか し、彼女たちの着方は、インドの主流人口で

あるヒンドゥーの女性の 「ヒンドゥー女性の着方」 とは

異なる。

　 まず、バ ンクラ県のS-2村 の女性たちのサリー姿を見

てみよう(写 真2)。 一見 して彼女たちの着方が 「ヒン

ドゥー女性の着方」とは異 なることがわかる。 これを「サ

ンタル女性の着方1」 と呼ぶ。

　 この 「サ ンタル女性 の着方1」 は 「ヒン ドゥー女性

の着方」 と同様に1枚 の布を着る。最初に約半分を腰の

周 りに巻いてスカー ト部とするのは同じだが、その次か

らが異なる。布端(ボ ーダー)の 色の異なる部分に注 目

すると分か りやすいのだが、布端が足元 とひざ辺 りと2

段 になっている。「ヒン ドゥー女性の着方」の場合、約

半分をスカー トにし、残 りは、「手(パ ッル)」 として背

中に垂 らす。 しか し、「サ ンタル女性 の着方1」 で は、

残 りの半分は、プリーツを作 らずにそのまま背中に回 し、

続いて身体の前方に持ってきて、もう一度腰に回す。背

中に下がる部分を、身体の前に持って来るので前掛 けの
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　Bose(2002)が サンタル民族の民話 をまとめた子ども用

の雑誌、『The Santhals』 がある。そこに載せ られた挿

し絵の一つを取 り上げよう(図!参 照)。 これはサンタ

ル女性が ダンスを踊っている絵である。民話の挿 し絵で

あるのでこの絵 は 「ずっと昔」を示 していると見て良い

だろう。

ンド古典音楽 を学んだ とい う中村仁氏が開設 している

Webの 頁に、「サンタル民族の家族」 として一枚の写真

が公開されている。その写真に写 っている二人の女性 も、

「サ ンタル女性の着方2」 タイプの着方をしている。 こ

のWebに はその写真 を撮影 した日時や撮影場所 につい

ての記述がないが、中村氏が留学 していた時期(1973-83

年)か ら推測するとこの時期のものと考えて良さそ うだ。

ここから、2枚 の布 を用い る 「サ ンタル女性の着方2」

は決 して民族舞踊のための特別な着方ではなく、日常的

に着ている着方といえるだろう。

図1　 ダ ン ス を 踊 る サ ン タ ル 女 性

　 出 所:Bose,　 N.(2002)、 　p.iv

　この絵 の中に見 られるサ ンタル女性のサ リーの着方

は、以下のような特徴がある。

　①着方はどちらか と言えば、「サ ンタル女性の着方1」

　　 に近い。

　②サ リーの色は白である。

　③丈 は短 く着る。

　 これ らの特徴の一つ一つについて、現在 の2通 りの

着方や 「ヒンドゥー女性の着方」 と比較対照 させ ながら

検討 してみ よう。

　①着方はどちらか と言えば、「サ ンタル女性 の着方1」

　　 に近い。

　 この図1で み る限 り、身体 に巻 き付 けている布 は1

枚で、「サ ンタル女性の着方1」 のようである。「サンタ

ル女性の着方2」 は布 を2枚 用いるので、スカー ト部分

と掛け布風になる部分 との2部 式になる。明 らかに 「サ

ンタル女性の着方2」 ではない。 ここから、「サ ンタル

女性の着方1」 の方が 「サ ンタル女性の着方2」 より古

い着方 と見ることができるのではないだろうか。

3)研 究 者 に よる観 察

　 こ こ で 、 研 究 者 に よ る サ ン タ ル 民 族 を観 察 した 報 告

を み て み よ う。

　 Singh(1994)は 、 サ ン タル 女 性 の サ リ ー の着 方 に つ い

て 、 「こ の共 同 体 は服 装 が 特 徴 的 で あ る …　 　 (中 略)サ

リー か2枚 の 布 を重 ね て 着 る」 と記 述 して い る(1994:

1043)。 つ ま り、 「サ ン タ ル 女 性 の 着 方2」 で あ る 。

　 ま た 、Mukhopadhyay(2002:136)の 報 告 は 、 「サ

ン タ ル 女 性 の 着 方2」 を 支 持 し て い る。 た だ 、

Mukhopadhyayは 、 サ ン タ ル 女 性 の 着 方 は 地 域 に よ っ

て も異 な る こ と、 ヒ ン ドゥー社 会 に近 隣 して 生 活 す る場

合 は 、 ヒ ン ドゥー の よ う な着 方 を して い る と も補 足 して

い る 。

　 同 様 に 、Kumar(2000:3116)の 編 集 に よ るEncyclopeadia

で は 、 「サ ン タ ル 女 性 は1枚 の サ リ ー、 あ る い は2枚 の

布 を着 る 」 と して い る。

　 以 上 の よ う に 、 研 究 者 の 報 告 も、 サ ン タ ル 女 性 の 着

方 に は 、 「サ ン タ ル 女 性 の 着 方1」 と 「サ ン タル 女 性 の

着 方2」 の2通 りが あ る こ と を 述 べ て い る 。 で は 、 「サ

ンタ ル 女 性 の 着 方1」 と 「サ ン タ ル女 性 の 着 方2」 の い

ず れ もが 「伝 統 的 な 着 方 」とい う こ と に な る の だ ろ う か 。

　②サリーの色は白である。

　民話に描かれているサ ンタル女性のサ リーは白であ

る。染色技術が発達 していなかった時代 には当然白い布

を着るしかない。 しかし、染色技術はかなり古い時期 よ

り始まっていることが通文化的にみられる。

　Janah(2003)は 、インドの少数民族の撮影を専 門にし

ている写真家である。彼の写真集に納め られたサンタル

4)「 サ ンタル女性の着方1」

　前節で、サンタル女性の着方 には、「サンタル女性の

着方1」 と 「サンタル女性の着方2」 の2通 りがあるこ

とを確認 した。では、「サ ンタル女性 の着方1」 と 「サ

ンタル女性の着方2」 のどちらが、本来の着方、あるい

は伝統的な着方なのであろうか。

　民話は、時 間の経過 とともに脚色が加 えられること

も多 く、「事実」 とみることはで きない。また、サ ンタ

ル民族のように標記をもたない民族の場合、ロ承で伝え

られるので 「事実」からは遠 く離れがちである。 しかし、

「民族 にとっての事実」を伝 えるものとして読めば、民

話は多 くの ことを語って くれる。本稿の場合のように、

民族の服装に関する情報源としては頼 ることができるの

ではないか と考えられる。
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5)ベ ンガル民族か らの応用

　 ここで、 もう少 し 「サ ンタル女性の着方2」 について

検討 してみ よう。写真2の 女性たちが着ているスカー ト

の布は、色合いと模様から判断 して、ベンガル男性の民

族衣装サルーン(あ るいはルンギ ともいう腰布)で ある。

サ ンタル女性 は、ベ ンガルの男性 のサルー ンをスカー

トとして利用 してい る。これを 「伝統的(traditional)」

な民族衣装 と呼ぶべ きか。

　 サ ンタル民族 は、未開民族 ともされるように、 自然

に密着 して生活する人々である。開発が進む中、ベ ンガ

ル人の もとで雇用されるようになって きた。雇用者が被

雇用者に物品を貸与す るとい う行動は通常みられること

である。サンタル民族は、雇用者であるベ ンガル人から

何 らかの形で衣類の貸与 を受け、自分たちな りの着方を

工夫 していったのではないか という推測ができる。実際、

「ヒンドゥー女性の着方」は、「手」の部分 を折 り畳んで

左肩に安全ピンで留めるのだが、活動中にず り落ちてく

る煩わ しさがある。「手」 を前へ もって きてウエス トに

挟み込むこともで きるが、農作業のような肉体労働に従

事するサンタル女性の生活行動 には適 さない。

　 ちなみ に、筆者の観察の範囲では、サ ンタル民族の

男性がサルーンを着たのを見たことはない。

　 以上のように、サンタル女性のサリーの着方は、2通

りあ り、いずれも「伝統的(traditional)」と人々は言うが、

どちらかと言えば、着方そのものは 「サ ンタル女性の着

方1」 が古い着方 と共通点が多 く、「サ ンタル女性の着

方2」 はベ ンガル人から貸与 された(お そ らく)古 着の

リサイクル的着方だとい う仮説をたてることができるの

ではないか。

民族の写真を紹介する(写 真4)。 これは、お祭 りの際

に行われたパフォーマンスを見物 している女性たちの写

真である。 ここに写っている女性たちが着ているサ リー

は、白い物 も色物 もあ り、様々であるのがわかる。撮影

した場所や撮影 日時についての記録が残されていないの

が残念であるが、写真に添えられた寄せ書 きによると、

彼がサ ンタルの村で撮影 したのは1946年 か ら1967年 の

20年 間(JanahJ.S,2003:25)で ある。 したがってこの写

真が撮影 されたのもこの期間だとみていいだろう。

　 ヒンドゥー女性の場合、 白いサ リーは未亡人が着 る

ものである(西 岡1998:53)。 未亡人 は夫を失った存在

としてあ らゆる装飾を退けることが求め られている11)。

近年は、未亡人で もボーダーに色が付いたものを着た り

するが、基本はやは り白である。サンタル女性が、白い

サ リーも色物のサ リーも区別 ・忌避なく着ていた様子が

うかがわれる。

写 真4　 サ ン タル 女 性

出 所:Janah,J.(2003:31)

3.「 ヒ ン ドゥー 女 性 の 着 方 」 を す る サ ンタ ル 女 性

1)サ ン タ ル女 性 の 一 つ 目の 例

　 サ ン タ ル 民 族 の 女 性 の サ リ ー の 着 方 は 、 前 述 した よ

う に ヒ ン ドゥー女 性 の 着 方 と は異 な る 。 しか し、 サ ン タ

ル 民 族 の 女 性 も、 「ヒ ン ド ゥー 女 性 の 着 方 」 をす る こ と

が あ る 。

　 写 真5は 、サ ー ビス セ ン ター の多 目 的教 育 セ ン タ ー12)

で 教 師 を して い る サ ン タル 女 性 で あ る。 彼 女 は 、 普 段 、

自宅 に い る際 は 、 ナ イ テ ィ と呼 ば れ る 、 簡 単 に言 え ばハ

ワ イ の ム ー ム ー に似 た長 い ワ ン ピ ー ス や パ ン ジ ャ ビ ドレ

ス13)を 着 て い る 。しか し、保 育 園 に 出勤 す る と きは サ リー

を着 る 。 そ して そ の 着 方 は 「ヒ ン ドゥー女 性 の着 方 」 で

あ る 。彼 女 は、若 く(こ の 時 は24歳)未 婚 な の で パ ンジ ャ

ビ ドレス を着 て も構 わ な い。 しか し、この1-2年 サ リー

を着 る よ う に な っ た 。

　 西 ベ ン ガ ル 州 の 女 性 た ち は 既 婚 ・未 婚 を 問 わ ず 、 あ

る程 度 の 年 齢 に な れ ば サ リ ー を着 る よ う に な る14)15)。

　③丈 を短 く着る。

　「ヒンドゥー女性の着方」では、スカー トのすそは地

面 ぎりぎりの長 さで着る。短めに着るのははしたない と

される。 しか しサンタル女性は前掲 したい くつかの写真

でも明らかなように短めに着る。これはサ ンタル女性が

農作業などの労働 に従事するため、行動の邪魔にならな

いようにという理由によるのだろう。

　 日本の和服 の場合 も、外出着や普段着は短めに、 し

か し紋付 きや留め袖な ど正装 の場合 は長めに着 る。ス

カー トの長さ、和服の長 さなど、足元 をどの程度、隠さ

なければならないのか。 ここに、「女性の素足 を隠す ・

足元を見せない」という多 くの文化に共通する規範 をか

いま見ることができる。下衣の長さは活動を規制す るも

のであるが、それはまた、女性の社会的地位を示す とい

える。サンタル女性が短めに着るのには、合理性がある

し実際的であるが、彼女達の社会的地位 を低 くする要素

となっていることも見逃せないのではないだろうか。
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正装である。「ヒン ドゥー女性の着方」がサ ンタル女性

の間で、「正装」 として意識 されていることが理解で き

るものである。

まとめ

　 以上みて きたように、サ ンタル民族の女性のサ リー

の着方は、変化 してきている。そして、その変化 とは、「ヒ

ンドゥー女性の着方」への変化である。これは、すなわ

ちヒンドゥー化の証左とみることができるものである。

　 女性たちは、 日常生活の着方 「普段着(カ ジュアル

な着方)」 と、仕事へ行 くあるいは外出す るような際の

着方 「外 出着(フ ォーマルな着方)」 を着分けている。

普段の生活の中では、自分たちの着方をす る。 しか し、

仕事(賃 労働ではな く月給を得 る就労)を 持っている女

性が仕事へ出るような場合は 「ヒン ドゥー女性の着方」

をする。また、結婚のようなハ レの場では、「ヒンドゥー

女性の着方」となる。サンタル女性にとり、「ヒンドゥー

女性の着方」が 「フォーマルな着方(外 出着)」 そ して

正装 として位置づけられている。

　重要 なのは、ヒン ドゥー化 とは、単 にサ リーの着方

の変化だけではなく、意識の変化 とつながっていること

である。すなわち上位の社会の着方をフォーマルな着方

とし、 自分たちの着方を普段着の着方とするとい うよう

に、着方の間に上位 ・下位の位置づけがなされている点

である。 これは、上昇志向として説明される。

　 自分たちの文化 を下位 と位置づ けるならば、次 には

その文化 を破棄するように力が働 くだろう。そ して民族

のアイデンティティーは失われる方向へ進む。

　サ ンタル民族が、サ リーの着 方のみ な らず独 自の

伝統的な習慣 を失いつつある状況は、他 の多 くの研究

者 が 報 告 して い る(戸 川2003;Mukhopadhyay　 2002;

Ghurye1963)。 異なった文化 をもつ社会がお互いに影響

し合 うこと、それは避けられないことであろう。文化は

不変の ものではない。サンタル民族が、ヒンドゥー社会

やイン ド社会から隔絶 して生活を続けてい くことはもは

やできない。近代化から逃れようと森の奥深 くに逃げる

ことは現実的ではない。彼 らが、 ヒンドゥー社会やイン

ド社会の影響から免れることができないことは明らかで

ある。

　民族の女性 に関する研 究では、民族の女性の社会 的

地位は高かった という報告が多い(Maharatna　 2005:29;

Fernandes　 2006:113;Mukhopadhyay　 2002:137)。 それは、

サンタル女性 についても同様といえる。ヒンドゥー女性

やベンガル女性の状況は民族の女性に比較 して、決 して

良好 なものではない(千 葉2008)。 このことは、ベンガ

ル人自身が認めている(2008年9月 の聞 き取 り)。ヒン

ドゥー化は、女性の社会進出、市場への参入 をますます

写真5　 教師をしているサンタル女性

　　 2006年3月5日 筆者撮影

　　　　 バンクラ県M村

彼女の保育園の園長的存在 であるという立場、24歳 と

いう年齢を考慮 した場合、パ ンジャビよりサリーを着た

方が貫録が付いてみえるとい う効果もあるので、サ リー

に変えたのだろうとみていた。ただ、彼女ばか りではな

く、他の多 目的教育セ ンターのサンタル女性教師たち も、

センターへ仕事に来るときには、「ヒン ドゥー女性の着

方」で来る。すなわち、サンタル女性 は、就労する際の

ような改まった場の場合、「ヒンドゥー女性の着方」が

ふさわ しいと考えていると思われる。

2)サ ンタル女性の二つ目の例

　 もう一つの例 を見 よう。写真6は 、M村 の娘16)が 結

婚のために夫の村へ行 く17)とい う時、 自宅の前 で撮影

した ものである。夫の村へ行 くに当た り、ネ ックレス、

腕輪などの装飾品を身に付け結婚式にふさわしく着飾っ

ている。サ リーもこの 日のために買ったのだろうか美 し

いものを着ている。結婚にふさわしい服装とはもちろん

写真6　 実家を出るサ ンタルの花嫁

　 筆者撮影、2006年3月5日 、

　　　　 バ ンクラ県M村
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　 3)イ ン ドの 社 会 で 起 こ っ て い る 社 会 現 象 の 変 化 の

一 つ に
、 「ヒ ン ド ゥ ー 化 」 と と も に 「サ ン ス ク リ ッ ト

化(Sanskritization)」 が あ る。 こ れ は 、 「低 位 カ ー ス

トの 層 や 少 数 民 族 が 、 高 位 カ ー ス トの 生 活 様 式 や 聖 典

を規 範 と し て 見 習 う よ う に 努 め る 過 程 」 と さ れ て お り

(Maharatna　 2005:5;小 谷 江 之1989:6)、 ヒ ン ド ゥー化 と

共 通 す る部 分 もあ るが 、本 稿 で は そ の 性 格 上 、ヒ ン ド ゥー

化 の み に焦 点 を 当 て て 論 じ る も の とす る 。

　 4)サ ン タ ル 民 族 に つ い て は 、 千 葉 た か 子(2007)を

参 照 され た い 。

　 5)人 類 学 的 に 区別 さ れ る 「ベ ンガ ル 人 」とい う人 種 あ る

い は 民 族 が い る わ け で は ない 。 本 稿 で は、 西 ベ ン ガル 州

に住 ん で い る ヒ ン ドゥー人 口の 総 称 と して 用 い て い る 。

　 6)通 訳 は 、 日本 人 とベ ン ガ ル 人 お よび サ ン タ ル 民 族

の特 定 の 個 人 に 依 頼 して い る。 毎 回 異 な る人 に依 頼 す る

の で は な い の で 、 通 訳 業 務 に 関 して は 一 貫 性 が あ る と考

え て い る。

　 7)こ れ と同 様 の事 実 を西 村(1989)も 報 告 して い る。

　 8)サ リ ー の 着 方 に つ い て は 、 千 葉 た か 子(2008)を

参 照 さ れ た い 。

　 9)女 性 た ちの 着 る もの に 限 っ て 言 え ば、 西 ベ ンガ ル州

は 「保 守 的 で あ る」とい う評 価 は 当 た っ て い るか も知 れ な

い 。若 い女 性 が 洋 装 して い る の を見 か け る の は 、最 近 の こ

とで そ れ も州都 コル カ タ のみ で 、農 村 の場 合 は'外 国 人 の

例 外 を除 け ば'女 性 の 洋 装 を見 か け る こ とは な い。

　 10)ボ ル プ ル は 町 の 名 前 だ が 、 ボ ル プ ル に あ る 大 学

(University)の 名 前 をSantikiketanと い う の で 一 般 に

Santikiketanと も呼 ば れ る 。 ベ ン ガ ル が 誇 る ノ ー ベ ル文

学 賞 を受 賞 したR.タ ゴー ル で 有 名 な大 学 で あ る。 日本

との 交 流 も深 く、 か つ て 岡倉 天 心 も こ こ で学 ん だ。 多 く

の 学 部 を 抱 え、 外 国 か ら の留 学 生 も多 い。

　 11)こ の 慣 習 は 、 江 戸 時 代 の 「落 飾 」 と共 通 して い る。

　 12)イ ン ド国 西 ベ ン ガ ル 州 に あ る サ ン タ ル 民 族 の 村

で 農 村 開 発 を推 進 す る 開 発NGOで あ る。 正 式 名 称 は、

Development　 Research　 Comrnunication　 and　 Services

Centreで 通 常 、 「サ ー ビ ス セ ン タ ー」 と呼 ん で い る。

こ のNGOが 設 置 し た 、 多 目 的 教 育 セ ン タ ー(Multi

Purpose　 Education　 Centre)で あ る。

　 13)イ ン ド及 び 中 東 な ど の 女 性 た ち が 良 く着 る 、 ワ ン

ピ ー ス(カ ミュ ー ズ)・ ズ ボ ン(サ ル ワー ル)・ ス カ ー フ

(ド ウパ タ)の3点 セ ッ トの 民 族 衣 装 。西 ベ ン ガ ル 州 で は、

未 婚 女 性 が パ ン ジ ャ ビで 既 婚 女 性 が サ リー を 着 る の が 一

般 的 で あ る 。

　 14>イ ン ド女 性 の サ リ ー へ の 強 い 思 い は 、 辛 島 貴 子

(1989:77-80)に 生 き生 き と描 写 さ れ て い る 。

　 15)日 本 で は 、 振 り袖 は 未 婚 女 性 の 着 る 物 だ が 、 あ る

程 度 の 年 齢 にな れ ば着 る の を控 え る 。 年 齢 に よ る服 装 規

規制するだろう。ヒン ドゥー化によって、サ ンタル女性

は、得るものより失うものの方が多いだろう。

　では、彼 らはその影響 に対 して どの ように対処 しよ

うとしているのか。変化 の力 は、2つ の動 きを作 り出

す。一方は推進方向へ動 き、他方は反対派となる。 ヒン

ドゥー文化の影響 を受けつつもヒン ドゥー化することに

抵抗 を示 し、 自らのアイデンティティーを主張 し、民族

固有の文化を大切にしようとする動 きもある(西 村祐子

1989:152)。 教育 を受けた り啓発 されたサンタル民族は、

民族の社会的政治的同一性の保存を求めて、組織 を作 っ

た りする。サ ンタル民族の女性が民族 としてのアイデ ン

ティティーを守 る方向で生 きて行 くのか、ヒンドゥー社

会の規範を取 り込んでいくのか、もし取 り込むとすれば、

何 をどのように取 り込むのか。彼女たちは、 自らのアイ

デンティティーを守るために何 を選択するのだろうか。

これは大 きな課題である。

　本稿 は、サンタル女性のサ リーの着方の変化 を基に、

サンタル民族のヒン ドゥー化を論 じた。サ ンタル民族が

自分たちの文化 を放棄 し、ますます 「開発」 を進める方

向を選択するのか、民族 としてのアイデ ンティティーを

守る方向を選択するのか、あるいは 「開発」 を求めなが

らも、自らの伝統文化 を保持 しようとするならば具体的

にどのように動 くのか。

　今後は、彼女達が 自分 たちの生活の変化 をどの よう

に捉え、どのようにヒン ドゥー化を受けとめているのか、

彼女達の心象 に迫ることで、開発が少数民族の生活にも

たらす影響についての研究につなげたい。

　 本 研 究 は 、 科 学 研 究 費 ・平 成18年 度 科 学 研 究 費 補 助

金(基 盤 研 究(C)、 課 題 番 号 　 18530435)に よ る も の

の 一 部 で あ る。

　 本稿 作 成 に あ た り、 イ ン ド国西 ベ ン ガ ル 州 で 活 動 して

い る 開発NGO・Development　 Research　 Comrnunication

and　Services　 Centreの ス タ ッ フ で あ る チ ャ タ ジ ー 公 子

氏 、 ドル ガ シ ャ ンカ ー ル ・パ ル ダ ン氏 、 ドル ガ ダ ス ・トゥ

ド ゥ氏 に調 査 対 象 の村 々や サ ン タル 民 族 に 関 す る資 料 収

集 ・提 供 の協 力 を得 た こ と を こ こ に深 く感 謝 す る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (受理 日:平 成20年11月11日)

注

　 1)何 をもって文化 を 「上位」と 「下位」に分類する

のかは難 しい。本稿では、「人口 ・支配力 ・経済力」 を

基準として広義の概念で用いる。

　 2)「ヒンドゥー社会」を定義することは極 めて困難で、

本稿においては 「カース ト制の枠組みにある社会」とい

う広義な概念で捉えるものとする。更に議論 を進めたい

人には、中根千枝(2002:213-244)を 勧めたい。
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イ ン タ ー ネ ッ ト

「イ ン ド雑 貨 屋SUNDAR」http://sundarjp/(2008.01.22)

「サ ン タル の 村 に て 」 中 村 仁

範 は どこ の社 会 に もあ る。

　 16)こ の 花 嫁 は 、 見 た と こ ろ、 よ うや く14-15歳 と

い う と こ ろ だ ろ う。新 郎 も18歳 程 度 で あ る 。イ ン ドで は、

結 婚 の 法 定 年 齢 は、 女 は18歳 、 男 は21歳 とな っ て い る

が 、 農 村 で は 今 も結 婚 は 早 い 。

　 17)サ ン タ ル 民 族 は 、 通 常 、 民 族 内 結 婚(Endogamy)、

氏 族 外 結 婚(Clan　 Exogamy)、 村 外 結 婚(Village

Exogamy)で あ る。 した が っ て 、 村 か ら 出 て 行 くの は い

つ も新 婦 で あ る。

 http://homepage2.nifty.com/naada/santal.html 

(2008.01.10)引用文献

中根千枝:社 会人類学 アジア諸社会の考察、169、講談社、

　　　　　2002

参考資料

辛島貴子:家 庭 と生活、佐藤宏他編:も っと知 りたい イ

　　　　　 ンドⅡ、59-85、 弘文堂、1989

小谷江之:イ ンドを見る目 「心の旅路」にむけて、佐藤

　　　　　宏他編:も っと知 りたい イ ン ドI、I-11、

　　　　　弘文堂、1989

千葉たか子:マ ドプール村の開発 －イン ド国西ベ ンガル

　　　　　州の少数民族の村の変化 －、青森県立保健大

　　　　　学研究雑誌、第8巻 第2号 、225-235、2007

　　　　　 :サ リーを買 うのは誰か －インドの少数民族

　　　　　の女性の購入決定権へのアクセス－、青森県

　　　　　立保健大学雑誌、第9巻 第1号 、9-20、2008

戸川昌彦:ヒ ン ドゥー女神 と村落社会　イン ド・ベ ンガ

　　　　　ル地方の宗教民族誌、風響社、2003

中根千枝:社 会人類学 アジア諸社 会の考察、講談社、

　　　　　2002

西岡直樹:イ ンドの樹、ベ ンガルの大地、講談社 、1998

西村祐子:生 活と宗教、佐藤宏他編:も っと知 りたい イ

　　　　　ン ドII、弘文堂、145-173、1989

 Bose, N.  :The  Santhals, in Bose, N. The Santhals,4-5,2002 

Chacko,P.M.:Tribal Communities and Social Change, 

2005 

Fernandes, W. :Development-induced Displacement and 

Tribal Women, Rath, G. C.(ed.):Tribal Development in 

India, p.112-130,2006 

Ghurye, G.S.:Scheduled Tribes of India, 1963 

Janah, J.S.:The Tribals of India through the lens of Sunil 

Janah, 2003 

Kumar, J.L. (ed.):Encyclopeadia of South-Asian 

Tribes,3114-3130,2000 

Maharatna, A.: Demographic Perspectives on India' s 

Tribes, 2005

一130一


